平成15年　月　日


　様

調 査 に つ い て

社団法人大阪府建築士会

建築相談委員会

シックハウス研究会

近年、建物に含まれる化学物質が原因と思われる健康被害（いわゆるシックハウス症候群）が問題となっています。この問題は、結果として、健康影響の現れ方にかなり個人差があること、医学的に未だ解明されていないことが多いことに加え，原因が医学の専門外である建築建材であり、含まれている化学物質（特に揮発性有機化学物質）が多種類存在していることなどで非常に因果関係をはっきりさせることが難しい場合が多いです。

しかしながら、建物に原因があると考えられる以上、建築の専門家である建築士が建物を調査することは必要不可欠なことであると私達は考えています。

この調査では、シックハウスの症状がでている建物に入り、室内空気汚染の程度を測定すると共に、使用されている建材を調べ、原因となっている疑いの強い建材や化学物質を可能な限り特定することを目的としています。

　この調査を元に改修工事などを施すことにより、健康で安心できる建物となり、健康な生活を過ごせるようになることを願っています。

調査を依頼するにあたり、以下のことに留意してください。

・この調査は建築士が行う建物についての調査なので、身体の症状についての医学的な判断は医師に依頼してください。化学物質過敏症の疑いを持っている場合は、北里病院等化学物質過敏症の診断可能な病院で診断を受けるようにしてください。

・この調査は建物に対して具体的な対策を行う前の、建物の現在の状態を把握する為の調査なので室内はできるだけ通常の状態にしておいてください。

・建物内の押入を開けたり床下を覗いたり様々な場所の調査をしますが、特に問題のない限り調査員に協力してください。

・事前に準備したり、用意して郵送してもらうものがあります。説明書をよく見てまちがえないようにしてください。

・調査員の調査費（￥　　　　）及び交通費(\　　　　)は当日支払いです。調査終了後支払いお願いします。

・室内空気質簡易測定を希望する方は、測定の注意書を守ってください。
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